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【添付資料 1:変形する卓球台】 
 
 
1.岩渕幸洋選⼿の卓球台 
 左⾜に踏ん張りがきかない岩渕選⼿の卓球は、左サ
イドのカドが遠くなっています。岩渕選⼿は左⾜ではステ
ップの反動に耐えることができず、⼀度右側に踏み込ん
だら元のポジションに戻りづらいと感じています。 
そのため、上下左右に振られないように前でプレーする
よう意識しています。勝負をすると決めた時に思い切り
踏み込んで仕掛けていきます。 
 
■岩渕選⼿インタビュー 
ーー⾃分の障がいとこれまでの⼈⽣ 
僕は⽣まれつき障がいがありました。ただ、体育とかも出来ないことはなかったの

で、⾃分が障がい者だという意識はありませんでした。中学⽣の時、部活で道
具を使うスポーツがしたいと思い卓球を始めましたが、この時はまさか⾃分が卓
球選⼿になりパラリンピックに出場できるなんて思いもしませんでしたね。 
 
ーー⾃⾝の障がいについて 
両⾜⾸に障がいがあるので、左右に振られた時にハンデを感じます。特に左⾜

は⾃分の⼒では動けないので、左に振られた時は卓球台が遠く感じます。 
 
ーー⾃分から⾒える卓球台のカタチについて 
左⾜に踏ん張りがきかないので左側がとても⻑く感じます。なので、卓球台は

左側がとても⻑くなっています。 
 
ーー障がいを克服するためにどのようなチャレンジをしてきましたか︖ 
左右に振られた時にハンデを感じるので、振られないように前でプレーするよう 
意識しています。勝負をすると決めた時に思い切り踏み込んで仕掛けていきま

す。 
 
ーー変形する卓球台の話しを聞いて 
正直、今まで障がい者の意識があまりなかったので、無意識だったのですが、

今回お話をいただいてみえるようにすることが出来てよかったです。 
 
ーー卓球台に期待すること 
僕の場合、⼀⾒するとハンデがないように⾒えるんですけど、この卓球台によっ

て可視化することで、僕がどのように⾒えているか健常者の⽅にも知ってもらうき
っかけになればと思っています。 
 
ーー最後に、パラ卓球について 
パラ卓球というスポーツは、障がいを攻めるのはセオリーで、障がいを巡る駆け引
きがあります。そこを楽しんでもらえたらと思います。 

各選⼿から⾒える変形する卓球台 
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2.茶⽥ゆきみ選⼿の卓球台 
 前後左右の動きが限られる⾞イスでプレーす
る卓球台は、ものすごく遠く感じます。ネット際の
ボールは、どんなに⼿を伸ばしても届きません。
そのため茶⽥選⼿の卓球台はとても奥⾏きがあ
る卓球台になっています。 
そのため、茶⽥選⼿は⼿前に打たせないよう、
台の⼿前に打ち込んでチャンスを伺っています。 
 
■茶⽥選⼿インタビュー 
ーー⾃分の障がいとこれまでの⼈⽣ 
⼩ 4 の時に⾜が動かなくなり、障がいを患って落ち込んでいたのですが、

その時出会ったのが卓球です。健常者と同じ卓球部⼊ったところ、先輩の
紹介でパラ卓球があることを知りパラ卓球を始めました。 
 
ーー⾃⾝が感じる障がいについて 
⾞イスの卓球は⽴っている⼈とは全然違います。前後左右の動きが限ら

れてきます。⾞イス同⼠でも外国の選⼿とは違い⽇本の選⼿はリーチが短
いので、届く範囲が違ってくるんですよね。だいたいラケット 2 個分は変わっ
てくる感覚です。 
 
ーー⾃分から⾒える卓球台のカタチについて 
 ネット際が届かないので、ネットまでがものすごく遠く感じます。どんなに⼿
を伸ばしても届きません。卓球台で表すなら奥⾏きが⻑くなる感じです。 
 
ーー障がいを克服するためにどのようなチャレンジをしてきましたか︖ 
 ⼿の届かないネット際に打たせないようにミドル（体の真ん中）深め、に
打ち込んでいます。体に近く腕を折りたたんでスイングしないとならないので
コースを狙いにくいんです。もちろんネット際も狙いますがそこはとてもコント
ロールが難しい為⽇々練習に取り組んでいます。 
 
ーー変形する卓球台の話しを聞いて 
 おもしろいと思いました。健常者にパラ卓球のここが⼤変だと⾔っても伝わらないんです。この卓球台があることによって難しさを
感じてもらいやすくなったと思います。 
 
ーー変形する卓球台に期待すること 
 私達から⾒える卓球台をプレーしていただくことで、どういう⼤変さがあって
プレーしているのか感じてもらいたいです。 
 
ーー最後に、パラ卓球について 
とても奥深いスポーツです。様々な障がいをもった選⼿がプレーするので、プレースタイルにはそれぞれ弱点があります。それは難

しさでもあり個性でもあります。今後は、たくさんの⽅にも知ってもらい、試合を観に⾏こうと思っている⼈を増やしていきたいと思
っています。また、障がいを持った⼦どもたちにもやってみたいと思える⼈を増やしていきたいと思っています。 
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3.⼋⽊克勝選⼿の卓球台 
 ⼿を伸ばすという⼿段を持たない⼋⽊選⼿の卓
球は、⼿前や左右のボールが届きません。そのた
め、卓球台は下が⼤きく丸になっています。⼿でカバ
ーできない分は⾜でカバーしています。⾜は動くの
で、フットワークを軽くする練習を中⼼にしています。 
 
 
 
■メイキングプロセス 
ーー⾃分の障がいとこれまでの⼈⽣ 
中学 1 年から始めて今年で 16 年⽬になります。きっかけはスポーツがやり

たくて、接触プレーがなく、怪我が少なそうなスポーツをしたいと考えていたら
卓球だなと思った。ラリー続いたら楽しそうだし。 
 
 
ーー⼋⽊選⼿が感じる障がいによってうまれる困難 
 僕は⼿が短く曲がっていて、⼿⾸が動きません。⼿が短いので、ボールに届
かないんです。また、⼿⾸が動かないので、ラケットをかたむけて打つのに時間
がかかります。 
 
ーー⾃分から⾒える卓球台のカタチについて 
 僕の卓球台は下が⼤きく丸になっています。理由は、リーチがなく、⾛り回ら
なければならないからです。 
 
ーー障がいを克服するためにどのようなチャレンジをしてきましたか︖ 
 ⼿でカバーできない分⾜でカバーしています。⾜は動くので、フットワークを軽
くする練習を中⼼にしています。たぶん、健常者の⽅よりも動いていると思いま
す。 
 
ーー変形する卓球台の話しを聞いて 
 可視化出来たのはいいなと思った。卓球はラリーが早く⾒ている⼈にはあっと
いう間なので、こういう⾵にも⾒えるんだということを知ってもらいたいです。 
 
ーー変形する卓球台に期待すること 
 なにか⽬指しているものに、あとちょっと⾜りない⼈に使ってもらいたいです。 
何かの⼿段を使えば、きっと達成できる。それを実感できる台になったらいい
なと思います。 
 
ーー最後に、パラ卓球の魅⼒について 
 卓球というスポーツは、健常者も障がい者も楽しむことができるスポーツです。⼦供からおじいちゃんおばあちゃんまで楽しめるこ
とが魅⼒だと思っています。僕は、卓球を通して多様性であること、こんな⼈もいるんだということを知ってもらいたい。 
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卓球台制作者の思い 
競技⽤として、きちんとバウンドする卓球台を作りたいと思いました。この

卓球台はリオ五輪と同じ技術が使われています。板の層を 9 層、1 層 1
層ごと違う材質を⼊れたり、⽊⽬の⽅向をずらしたりして、より反りにくい
天板を⽬指しています。 
(株式会社三英 吉澤今朝男) 
 
開発に込めた思い 
パラ卓球はパラスポーツの中でも稀で、様々な障がいを持つ選⼿が混在
し同じ台で競い合うスポーツです。  
障がいを想像⼒でカバーし⽣まれていくプレースタイル。 そんな個性あふ
れる「もう⼀つの卓球」を⼀般のみなさまに知ってもらうことを⽬指していま
す。各選⼿が⽇頃から障がいを克服するために努⼒していることや、それ
ゆえに存在するパラ卓球のおもしろさをこのパラ卓球台でお伝えし、みなさ
んが知っている卓球を超えていくこと⽬指しています。 
(⽇本肢体不⾃由者卓球協会 広報 ⽴⽯イオタ良⼆)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

選⼿プロフィール 

岩渕幸洋 いわぶちこうよう 
Class9 
リオ 2016 パラリンピック代表 
両⾜に先天性の障害があり、左⾜膝下に装具を使⽤しプレー。中学⼀年の時、卓球を始
め、中学三年時パラ卓球と出会う。平成 26 年度（⼤学⼆年時）からナショナルチームに
選出され、2014 年世界選⼿権、2016 年リオパラリンピックに出場。リオではメダル獲得を
⽬標にするも予選敗退。2018 年アジアパラで銀メダル、先⽇の世界選⼿権では個⼈銅メダ
ルと勢いにのり 2020 年東京パラリンピックで⾦メダルを⽬指す。 

⼋⽊克勝 やぎかつとし 
Class7 
⽣まれつき先天性両橈⾻⽋損症という障害を持っている。卓球と出会ったのが中学 1 年のと
きで始めたきっかけは接触プレーが無く、他の競技に⽐べて怪我が少ないこと、また、⾃分の障
害でもできるということで始めた。 
現在、2020 年東京パラリンピック⾦メダルを⽬標に練習中。障害者スポーツの発展、障害
者の地位向上のための活動に参加したいと考えている。 

茶⽥ゆきみ ちゃだゆきみ 
Class3 
幼少時より椅⼦⽣活となり、中学 1 年から卓球を始める。 
2015 年より、⽇本代表として国際⼤会出場し、⽇本肢体不⾃由者卓球協会のナショナル
チーム育成選⼿に選出される。国際⼤会で活躍し、2016 年にはナショナルチーム選⼿とな
り、2020 年東京パラリンピック五輪を⽬指す。 

＜報道関係各位のお問い合わせ先＞卓球台に関するお問い合わせ 
⽇本肢体不⾃由者卓球協会広報事務局 担当:⽴⽯（たていし） 

TEL︓03-6229-5427 携帯︓080-2735-7859 メール︓tateishigakubuchi@gmail.com 
 


